
祁

幕
府
第
一
次
上
海
派
遣
官
船
千
歳
丸
の
史
料
（
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沖

　
　
　

田

　

近
年
上
海
に
開
す
る
邦
人
の
開
心
は
昂
ま
り
、
各
方
面
に
そ

の
研
究
０
成
架
が
挙
っ
て
居
ろ
や
う
Ｉ
に
思
ふ
。
従
っ
て
上
海
に

對
す
る
邦
人
０
詔
識
は
、
到
抵
昔
日
の
談
で
は
な
い
。
同
交
恢

復
後
は
、
上
海
は
過
去
と
は
比
較
に
紅
ら
ね
程
度
０
、
重
要
な

役
割
を
我
閥
に
對
し
て
果
ず
で
あ
ら
う
こ
と
が
容
易
に
考
へ
ら

れ
る
今
日
、
喜
ば
し
い
こ
と
と
云
は
ね
ば
た
ら
た
い
。

　

上
海
研
究
で
も
往
々
０
面
が
あ
る
中
で
、
私
が
今
日
厦
で
主

と
し
て
携
っ
て
来
か
の
は
、
我
国
と
の
交
渉
史
で
あ
っ
た
。
そ

の
中
で
も
特
に
幕
末
明
和
に
力
を
註
い
で
来
た
の
で
あ
る
が
、

色
々
な
事
情
で
私
０
研
究
は
不
完
全
の
域
を
脱
し
た
い
。
事
情

の
中
で
も
私
の
研
究
を
阻
碍
し
た
０
は
地
理
的
條
件
で
、
上
海

で
研
究
し
て
居
っ
た
た
め
、
日
本
側
０
史
料
を
十
分
に
參
考
し

得
ら
れ
た
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
然
し
こ
れ
壮
一
面
、
日
本
内

地
の
研
究
者
に
近
づ
き
難
い
史
料
に
接
近
し
得
る
機
會
と
も
な

っ
た
の
で
Ｊ
私
の
研
究
も
何
か
と
參
考
に
た
る
の
で
は
察
い
か

一

と
思
ふ
。

　

王
海
が
さ
し
て
皿
心
ｙ
地
猫
で
た
か
っ
た
往
昔
は
さ
て
置
い

て
、
‘
急
に
そ
の
地
位
に
重
要
度
を
加
－
へ
’
だ
開
港
以
後
よ
り
、
凡

そ
太
半
天
囚
経
木
期
に
至
る
ま
で
の
對
上
海
闘
係
は
い
そ
０
史

料
０
訣
乏
の
た
め
も
あ
・
つ
た
の
・
で
あ
ら
う
。
診
り
明
白
に
さ
れ

て
居
ら
た
い
。
こ
の
交
渉
史
が
明
白
に
な
れ
ば
、
中
國
史
心
立

場
か
ら
も
、
閥
・
胆
Ｏ
立
場
か
６
　
も
ヽ
得
る
處
が
多
い
の
・
で
は
な

い
か
と
μ
ふ
。
こ
の
分
野
は
各
方
面
０
研
究
面
に
開
娃
す
る

が
、
特
に
我
㈹
０
汗
學
寥
家
の
見
逃
し
て
は
な
ら
た
い
分
野
で

あ
る
。

　

今
更
ら
に
一
小
分
野
で
あ
る
船
舶
闘
係
だ
け
に
就
い
て
見
る

に
、
今
日
ま
で
知
ら
れ
て
居
る
範
圃
内
で
は
、
幕
府
は
そ
の
官

船
を
二
回
ま
で
上
海
に
叙
位
し
て
居
り
、
そ
の
外
私
が
主
と
し

て
上
海
側
り
史
料
で
調
査
し
た
處
で
は
、
佐
賀
藩
は
甲
子
丸

を
ヽ
肥
後
藻
は
萬
里
丸
か
≒
薩
奢
は
春
日
丸
を
夫
゛
修
理
の
だ

翁
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め
派
遣
し
、
叉
尾
張
丸
、
肥
前
の
ド
ル
フ
ヰ
ン
就
０
如
き
は
、

詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
貿
易
の
た
め
上
海
に
渡
航
し
て
居

る
・
ヱ
れ
等
０
黙
は
是
非
明
白
に
し
良
い
も
０
　
と
思
ふ
。

　

文
久
一
一
年
０
幕
府
派
遣
官
船
千
歳
丸
は
、
そ
れ
が
第
一
回
Ｏ

も
９
で
あ
う
た
た
め
ば
か
り
で
た
く
、
日
本
側
が
得
た
主
と
し

七
将
祁
的
収
穫
、
昿
衆
人
０
對
日
額
へ
’
０
影
響
、
中
國
人
へ
Ｏ

日
本
紹
介
等
０
霧
で
重
説
す
べ
き
史
資
で
あ
る
と
思
ふ
。
右
Ｏ

や
う
な
事
情
で
、
今
日
は
千
歳
丸
０
史
料
を
摺
げ
良
い
。

　
　
　
　

１

　

邦

　
　
　

文

（
一
）

　

游
清
五
録

　

文
久
二
年

　

高
杉
１
　
作

　

千
歳
丸
一
行
中
０
桐
異
な
存
在
で
あ
っ
た
高
杉
０
筆
録
で
、

甲
乙
に
分
れ
、
甲
部
に
は
「
航
海
目
録
」
「
。
上
海
掩
留
日
録
」

「
績
航
海
日
録
」
を
含
み
、
乙
部
は
Ｉ
「
長
崎
沌
留
雑
球
」
「
航
海

日
録
」
「
内
情
探
索
蛛
」
「
外
情
探
索
鍬
」
を
含
む
。
内
容
的
に

見
て
重
複
分
を
除
け
ぼ
、
五
種
の
記
録
と
た
る
か
ら
、
「
游
清

五
條
」
と
命
名
し
た
０
で
あ
ら
う
。
こ
れ
を
初
め
て
公
刊
し
た

の
は
民
友
此
で
。
大
正
五
年
刊
「
東
行
火
生
道
文
」
中
に
轍
刈

ら
れ
て
ゐ
る
。
航
海
日
録
闘
係
を
除
け
ば
。
診
り
袷
細
忽
記
鍛

で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
志
±
０
文
章
と
し
で
必
ず
１
　
照
し
叙
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　

然
し
誤
記
や
摺
晰
が
あ
る
０
で
、
十
分
に
吟
味
し
て
利
用
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
ふ
。
例
へ
ば
千
歳
丸
一
行
が
上
海
で
斡
旋

を
受
け
た
蘭
館
（
ク
ル
ー
ズ
商
會
）
を
ご
筒
杉
は
一
名
「
獣
仙

洋
行
」
と
谷
い
て
居
る
が
、
こ
れ
は
Ｓ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｈ
ａ
ｉ
　
Ｋ
ａ
ｌ
ｅ
ｎ
ｄ
ａ
ｒ

等
に
よ
れ
ば
「
詰
耶
洋
行
」
と
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
叉
高
杉
は

「
内
情
採
索
鰍
」
で
、
千
歳
丸
の
上
’
一
栂
渡
航
０
原
囚
を
、
長
崎
商

人
０
私
和
を
謀
る
た
め
だ
と
し
て
居
　
５
け
れ
ど
も
、
後
辿
す
ち

松
田
屋
甘
言
ｏ
手
記
に
よ
っ
て
。
長
崎
商
人
は
何
等
圖
係
り
な

い
こ
と
が
分
る
。

（
二
）

　

長
崎
よ
り
上
海
迄
航
海
日
記
（
文
久
二
戊
四
月
廿
九
日
よ
り

五
月
六
～
白
長
崎
よ
り
唐
圓
上
海
迄
航
海
‐
記
（
文
久
二
成
四
力

廿
九
日
よ
、
り
五
万
ハ
ロ
迄
）
上
海
行
日
記
（
文
久
二
年
四
月
）
上
海
滞
在

中
雑
録
（
火
久
二
年
五
旦
公
依
御
偉
夕
厨
幽
上
海
表
忙
て
道
穴

典
外
と
感
拡
書
（
文
Å
二
大
夏
）
上
砂
聯
斜
記
事
・
夏
久
二
士
中

牟
田
倉
之
助

　
　
　

｀

　
　
　
　
　
　
　

。

　

原
本
は
木
刊
で
あ
る
が
。
中
村
孝
也
信
士
。
七
大
正
八
年
刊

「
中
早
川
倉
之
り
糾
」
の
第
十
一
よ
り
第
Ｔ
四
に
至
る
章
は
。
こ

れ
等
火
俗
及
び
前
記
「
浴
巾
五
４
　
」
を
參
屈
し
て
試
筆
き
れ
た

も
０
で
あ
る
。
こ
れ
は
無
理
な
要
求
か
と
思
ば
れ
る
が
。
本

Ｊ ｋ･1j



5０

フ
中
牟
川
倉
之
助
帽
」
は
、
高
杉
０
記
録
と
任
意
に
混
交
し
て
ゐ

る
場
合
か
お
る
ｏ
で
、
中
牟
田
の
記
録
の
み
に
注
意
し
良
い
と

思
ふ
者
に
は
、
い
さ
さ
か
不
便
で
あ
る
。
昭
和
十
七
年
末
私
が

中
村
博
士
か
ら
吐
～
闘
い
な
胞
で
は
、
こ
れ
寺
の
・
手
記
は
常
時

尚
ノ
鎌
介
中
牟
川
子
回
家
に
保
存
さ
れ
て
ゐ
た
。
「
中
牟
田
倉

之
助
傅
」
は
高
杉
の
筆
録
と
混
交
し
て
ゐ
る
と
は
云
へ
、
、
原
本

か
ら
０
引
川
も
登
常
に
あ
り
、
中
牟
円
の
手
記
そ
の
も
０
に
接

し
得
ら
れ
ぬ
者
に
と
っ
て
は
、
４
　
書
は
唯
一
の
參
考
書
で
あ

る
。
中
村
博
士
は
微
細
な
事
項
ま
で
再
４
　
さ
れ
て
ゐ
て
、
參
考

と
な
る
こ
と
が
多
い
。
例
ぺ
ば
第
し
冊
‥
章
≒
上
海
渡
航
（
そ
Ｏ

ニ
）
」
に
、
「
和
蘭
人
ト
ン
ブ
リ
ン
グ
ば
千
寂
丸
乗
組
長
０
一
人

に
し
て
、
子
俳
の
ｎ
に
上
肩
肘
の
雌
刄
を
搬
力
し
て
災
れ
た

り
」
と
あ
る
。
更
に
中
牟
円
か
上
海
で
階
入
し
た
地
圖
・
書
籍

中
の
書
摺
０
部
に
ノ

上手上手こ

八
百
五
十
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　

―

　
　

海

　
　

暦

　
　

但
莫
板

　
　
　

一

　

１

八
百
六
十
二
乍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

呼

　

’
洵

　
　

面

　
　

但
英
板

　
　
　

一

　

１

れ
は
ド
ン
ブ
リ
ン
グ
の
斡
旋
で
購
入
し
た
も
０
で
あ
ら

う
・
こ
の
「
上
海
暦
」
と
は
容
易
に
推
定
さ
れ
る
通
り
、
ノ
ー
’

ス
ー
チ
ャ
イ
ナ
・
ヘ
ラ
ル
ド
壮
か
ら
殺
行
さ
れ
た
Ｓ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｈ
ａ
ｉ

Ｋ
ａ
ｌ
ｅ
ｎ
ｄ
ａ
ｒ
　
（
ｏ
ｒ
　
Ｓ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｈ
ａ
ｉ
　
Ａ
ｌ
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｃ
）
で
あ
る
。
今
Ｂ
ｉ
ｂ
ｌ
-

i
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｃ
ａ
　
Ｓ
ｉ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ
こ
ヤ
芦
ｎ
ｏ
乱
ｙ
）
及
び
Ｅ
ｎ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｏ
ｐ
ａ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
１
－
－

Ｓ
ｉ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ
（
ぞ
Ｊ
‘
ｎ
ｏ
三
品
）
を
見
る
に
、
一
八
五
二
年
か
ら

一
八
六
三
年
ま
で
数
行
さ
れ
た
年
鑑
瀧
‐
記
帳
と
も
柄
す
べ
き

ｂ
ｈ
ａ
ｎ
'
＾
ｈ
　
ａ
ｉ
　
Ｋ
ａ
ｌ
ｅ
ｎ
ｄ
ａ
ｒ
は
、
一
八
六
二
午
ば
分
り
み
は
空
白

と
な
っ
て
ゐ
る
。
然
し
右
の
通
り
中
牟
川
が
同
年
度
分
を
上
沁

で
匠
入
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
数
行
さ
れ
た
こ
と

は
事
賓
で
声
る
。
但
し
中
牟
川
手
肘
家
に
右
ｏ
「
上
海
暦
」
が

現
存
す
る
か
否
か
ぽ
知
ら
な
い
が
、
右
０
や
う
な
考
澄
に
よ
ら

た
く
と
も
、
現
に
東
洋
文
庫
に
一
八
六
二
年
度
分
が
所
蔵
さ
れ

て
居
る
陥
か
ら
見
て
、
コ
ー
ル
テ
ィ
エ
ー
ル
及
び
ク
ー
リ
ン
グ

　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
’

０
川
論
は
柿
正
ぜ
ら
れ
て
、
Ｓ
ｌ
ｉ
ａ
ｎ
ｇ
ｈ
　
ａ
ｉ
　
Ｋ
ａ
ｌ
ｅ
ｎ
ｄ
ａ
ｒ
（
Ｉ
と
・

　
　

　
５

∃
～
呂
）
は
、
一
八
五
二
年
よ
り
一
八
六
三
年
に
至
る
間
毎
年

殺
行
さ
れ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
。
本
１
　
は
直
接
千
歳
丸
回
係
の

史
料
で
ば
な
い
が
、
千
歳
丸
沢
辺
の
年
及
び
そ
れ
に
前
後
す
る

年
に
数
行
さ
れ
た
分
は
、
。
千
貨
丸
０
史
宜
に
側
光
を
呉
へ
る
重

要
文
献
で
あ
る
。

（
三
）
’
唐
閥
波
海
目
吊
附
附
箇
文
書
十
三
珊
文
久
元
年
―
二
年

松
川
歴
件
言

　

大
正
十
一
年
富
時
、
長
崎
高
等
商
業
學
校
の
學
生
で
あ
っ
た

飯
田
信
一
氏
は
、
同
氏
宅
に
蔵
さ
れ
て
ゐ
た
本
稿
を
、
同
校
故
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川
島
元
次
郎
教
授
に
提
供
さ
れ
一
同
教
収
は
こ
れ
に
基
い
て
、

大
正
十
一
年
三
月
数
行
同
校
研
究
館
年
報
「
商
業
と
経
済
」
第
』
―

二
廿
に
、
「
開
國
以
後
最
初
０
上
海
貿
易
」
と
題
し
て
登
表
さ

れ
恕
。
但
し
川
島
教
投
は
既
述
（
一
）
（
二
Ｊ
の
害
者
０
に
気
付

か
な
か
っ
た
。

　

松
田
屋
件
吉
は
長
崎
介
所
商
人
で
、
千
歳
丸
乗
組
員
の
一
人

で
あ
り
、
史
料
を
提
供
し
か
飯
出
氏
ｏ
皿
父
に
雷
る
人
で
涙

ろ
。
私
は
昭
和
十
六
半
夏
長
崎
を
訪
れ
、
長
崎
高
商
の
故
武
藤

博
士
の
紹
介
に
よ
り
、
同
校
所
収
０
該
文
書
を
閲
覧
す
る
こ
と

が
出
来
た
。
松
川
屋
は
同
文
書
中
に
は
總
で
自
己
名
を
松
田
屋

伴
古
と
記
し
て
居
る
ｏ
に
、
「
店
囚
波
海
日
記
」
の
表
紙
？

に
は
松
田
屡
牛
方
去
詔
め
て
居
る
。
こ
れ
は
却
っ
て
同
人
名
を

該
む
上
の
暗
示
と
な
っ
て
ゐ
る
と
思
ふ
。

　

高
杉
や
中
牟
田
０
手
記
は
、
そ
れ
と
し
て
價
値
か
あ
る
が
、

本
松
田
屋
０
壬
記
は
市
＃
０
一
商
人
の
そ
れ
で
あ
り
、
従
っ
て

商
業
方
面
０
賎
察
で
は
他
に
そ
０
比
を
見
た
い
。
會
所
商
人
三

名
が
一
行
に
參
加
す
る
に
至
っ
た
事
情
、
情
載
貨
物
及
び
そ
Ｏ

低
俗
。
上
海
０
商
状
・
商
習
慣
等
を
詳
細
に
記
録
し
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｉ
Ｉ

従
っ
て
川
鳥
教
授
の
考
撹
の
筆
も
、
主
と
し
て
そ
の
方
面
に
走

っ
た
０
は
止
む
を
得
た
い
と
思
ふ
。
私
は
本
文
書
０
重
要
性
を

思
ひ
、
武
藤
博
士
に
依
頼
し
て
寫
本
を
得
、
「
唐
國
波
海
日
記
」

？海
歴
史
地
理
研
究
介
０
機
圖
誌
「
上
海
研
究
第
一
輯
」
中
ｏ
資

料
篇
に
、
私
か
簡
単
な
解
説
を
附
し
て
載
せ
て
殼
い
た
。
但
し

附
渇
文
書
十
三
川
は
買
物
控
帳
の
類
で
あ
る
か
ら
割
愛
し
た
。

（
四
）

　

南
川
史
話

　

大
正
十
五
年

　

川
島
元
次
郎

　

前
記
「
咄
国
以
後
最
初
の
上
海
貿
易
」
が
収
め
て
あ
る
。
新

史
料
と
し
て
Ｍ
ｏ
ｓ
ｓ
ｍ
ａ
ｎ
　
　
Ｑ
　
Ｎ
ｅ
w
　
　
　
Ｊ
ａ
惣
宍
｛
ぎ
に
乱
ｏ
ｆ

Ｒ
ｉ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｓ
ｕ
ｎ
（
三
六
參
照
）
が
畢
げ
て
あ
る
Ｉ

（
五
）

　

幕
末
外
交
談

　

明
治
三
十
一
年

　

川
辺
太
一

　

本
書
「
海
外
貿
易
の
言
途
」
た
る
箇
は
、
千
歳
丸
（
本
書
に

千
秋
丸
と
あ
る
の
は
誤
り
）
派
遣
０
事
情
と
、
そ
０
成
果
と
を

述
べ
た
も
０
で
、
千
歳
丸
岡
係
の
著
述
に
は
よ
く
引
用
さ
れ

る
。
但
し
枢
め
て
簡
雖
で
あ
る
。
武
膝
長
蔵
博
士
「
文
久
二
年

・
の
官
給
第
一
次
上
海
蔵
遺
と
文
久
三
年
―
元
治
元
年
０
第
二
次

ｈ
「
海
派
遣
に
開
す
る
史
料
に
就
て
」
（
八
參
照
）
な
る
論
文
で
も

本
書
が
取
上
げ
ら
れ
、
そ
０
開
係
す
る
企
文
が
引
用
し
て
あ

る
。

（
六
）

　

六
十
年
仙
に
於
け
る
上
嘔
へ
の
出
貿
易

　

大
正
十
一
示

五
月

　

古
穴
十
二
郎

しト,-二λ
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（
七
）

　

文
久
二
半
徳
川
幕
府
が
例
め
て
官
有
胎
千
歳
丸
を
長
崎

よ
り
上
海
へ
波
航
ぜ
し
め
Ｉ
火
嘔
に
就
い
て

　

言
止
十
二
年
六

‐

　

古
賀
１
　
二
郎

　

右
二
論
文
は
‥
四
一
評
者
に
よ
る
頑
似
し
た
詰
七
「
前
者
は

「
長
崎
新
附
」
に
連
威
さ
れ
、
後
者
に
大
阪
朝
‐
新
聞
長
崎
販
喪

所
川
版
部
に
よ
る
「
［
華
聯
絲
紀
よ
長
崎
と
ヒ
洽
］
に
収
め
て

お
る
。

（
八
）

　

文
久
二
年
の
官
船
第
一
決
上
海
派
遣
と
文
久
三
年
－
元

治
元
年
の
第
二
次
上
府
派
遣
に
欄
す
る
史
料
に
就
て

　

武
藤
長

い
蔵
－

　

「
消
業
と
紅
㈲
」
第
五
年
に
拙
載
さ
れ
脆
武
藤
博
士
の
精
密
な

研
究
で
、
千
歳
丸
に
開
し
て
く
そ
れ
ま
で
り
史
料
を
網
羅
き

れ
た
。
禾
論
文
は
昭
和
十
年
に
な
っ
て
、
新
村
出
博
士
著
「
遠
回

叢
考
」
中
の
、
「
元
治
元
年
に
於
け
る
幕
吏
の
大
海
観
察
記
」

沁
末
尾
に
再
録
さ
れ
て
ゐ
る
。
（
三
八
參
昭
一
）

（
九
）

　

元
治
元
年
上
海
汲
遣
官
船
健
順
丸
に
圖
し
石
波
博
士
提

供
０
　
史
料

　

武
藤
長
蔵

、
「
商
業
と
緩
流
」
八
谷
一
読
に
拓
載
さ
れ
、
’
主
と
し
て
健
順
丸

に
闘
す
る
考
澄
で
あ
る
が
、
千
歳
丸
に
開
し
て
ｙ
。
附
言
さ
れ
、

勝
伯
ｏ
「
海
軍
歴
衷
」
こ
ｔ
參
照
さ
れ
て
由
る
。

（
一
〇
）

　

上
海
の
沿
革

　

昭
和
三
年

　

小
竹
文
夫

　

千
巌
丸
に
］
し
て
は
中
村
孝
也
博
士
、
長
雨
０
川
島
、
古
賀
、

斯
研
究
ぱ
な
さ
れ
乙
か
ツ
回
が
、
上
分
東
亜
同
文
１
　
院
小
竹

夫
騏
授
か
、
同
院
叉
耶
研
筑
部
壮
行
十
叉
即
研
究
」
第
十
八
八

（
上
海
研
究
碗
）
に
、
班
末
り
４
　
日
通
商
を
説
い
て
。

　

H
i
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
i
c
　
Ｓ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｈ
ａ
ｉ
.
　
Ｂ
ｙ
　
２
＼
ｈ
　
　
１
ぽ
広
ｌ
ｔ
ｏ
　
ｄ
仁
ぼ
ぼ
（
三
七
『

照
』

　

江
海
剛
逆
詳
拐
成
案
望
編
總
口
（
四
○
参
照
）

０
二
書
を
恍
け
ら
れ
た
。
ジ
ー
サ
ス
の
「
小
一
的
上
む
」
が
、
い

く
か
ら
Ｎ
ｅ
ｎ
ｓ
a
i
　
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｕ
-
　
（
千
炭
丸
０
臥
口
）
に
注
意
し
た
い

は
、
ジ
ー
サ
ス
の
功
績
で
あ
る
と
北
ハ
に
、
叉
紹
介
者
小
竹
氏
の

功
で
も
あ
る
。
然
し
小
竹
氏
は
そ
れ
ま
で
の
。
ほ
本
に
於
け
る
研

究
に
全
然
着
目
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
Ｎ
ｅ
ｎ
ｓ
a
i
　
　
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｕ
　
　
　
4
J
‐

本
名
に
世
九
す
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
。
江
海
開
開
係
０
華

文
史
料
ｏ
方
に
は
、
千
緩
丸
と
ズ
ふ
名
は
現
は
れ
な
い
が
、
明

か
に
千
巌
丸
の
史
料
で
ご
卜
れ
亦
小
竹
氏
り
・
功
紘
に
貼
す
べ
き

も
の
ぜ
あ
る
。

（
一
回

　

近
世
日
本
列
民
史
内
外
辰
渉
篇

　

昭
和
士
二
年

　

徳

富
猪
一
郎

Jじ

頴武

厨蕗

究り

ぱ皆

な氏

さ

　

に

札

　

よ

政

　

つ

か

　

て

つ紹

た介

が｀さ

　

｀札

上ﾌﾞこ

㈲

　

嵌
軋ま

亜

　

｀
同

　

七

文の
占後

姥暫
小

　

ら

竹く

七卜



瀞

　
　

「
上
海
と
の
交
通
」
及
び
「
高
杉
晋
作
の
上
海
行
」
の
條
は
、

　

千
歳
丸
を
扱
っ
た
も
の
心
あ
名
が
、
主
と
し
こ
Ｉ
）
４
（
五
）

　

似
＆
照
し
た
ｔ
の
で
、
新
研
究
と
は
稀
し
難
い
。

　

（
ゴ
ー
）

　

幕
末
の
上
海
貿
易
昭
和
十
三
年
五
月

　

本
庄
柴
治

　
　

「
頼
噴
騰
叢
」
Ｉ
ハ
巻
五
琥
に
我
表
さ
一
瓢
万
場
の
７
、
新
史

、
料
！
し
て
次
の
も
の
を
翠
げ
ら
れ
た
。
１
五
９
　
町

　
　

日
本
近
世
造
船
史

　

造
船
協
會

　
　

五
代
友
厚
傅

　

瓦
付
龍
作
（
一
六
晋
ザ

　

ー

　
　

近
代
９
偉
人
五
代
友
厚
傅

　

友
厚
會
（
一
七
參
照
）

　
　

一
Ｗ
ｅ
ｓ
ｔ
Ｓ
Ｔ
Ｂ
　
　
Ｂ
ａ
ｒ
ｂ
ａ
ｒ
ｉ
ａ
ｎ
ｓ
　
　
i
n
　
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
　
　
ａ
ｉ
ｉ
９
　
　
Ｆ
ｏ
ｒ
m
o
ｓ
ａ
　
　
i
n

　
　

－
一
－
ｊ
ｌ
″
。

　
　
　
　
　

ノ

　
　
　
　
　
　

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

…
…
Ｔ
Ｔ
ｐ
ｋ
ｕ
ｇ
ａ
w
ａ
　
Ｄ
ａ
ｙ
３
.
-
　
Ｂ
ｙ
　
Ｐ
ａ
ｓ
ｋ
ｅ
-
Ｓ
ｉ
ｐ
ｋ
ｈ
　
｡
　
（
三
九
參
照
）

≒
や
ご
Ｉ
こ
し
鳶
味
０
掲
貿
易
昭
和
十
三
年
十
二
Ｊ
。
本
庄
聚
治

べ
廓
～

Ｊ
Ｘ

　

Ｉ

　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｊ
！

　
　
　

Ｓ

づ
二
者
）
ノ
幕
木
の
出
貿
易
論
。
本
庄
渠
治
郎

言
］
に
素
耳
ｉ
臍
慟
叢
」
四
七
さ
ハ
観
及
び
四
犬
ぎ
ハ
琥
に
登
表

　

－
１
４

　

ｉ
一
－

　
　
　
　

〆
・

‐
零
れ
た
Ｉ
一
の
で
、
』
千
歳
丸
に
直
接
間
接
に
駆
係
の
あ
る
有
疑
だ

　

諭
考
で
あ
る
。
（
一
五
參
照
）

一
二
五
）

。
　
＃
末
０
新
政
策
―
昭
和
十
五
年
四
匹

　

本
庄
槃
治
郎

　
　

’
本
書
第
血
部
「
れ
末
の
新
政
賃
特
論
」
中
「
幕
末
の
川
貿
易
い

．
た
る
章
は
、
（
二
二
）
（
一
三
）
（
一
四
）
を
増
補
さ
れ
た
も
Ｏ

で
、
次
〇
・
二
新
史
料
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

　

箱
館
健
順
丸
善
港
及
荷
蘭
領
バ
タ
ビ
ヤ
へ
登
航
〃
件
（
一
八

參
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　

清
史
稿

　

邦
交
志
六
（
四
二
９
　
照
）

　

博
士
の
研
究
は
、
外
國
史
料
で
見
落
さ
れ
た
も
０
も
あ
る

が
バ
１
　
れ
ま
で
の
研
究
を
集
大
成
さ
れ
た
競
が
あ
り
、
更
に
浙

史
料
に
よ
り
極
々
な
方
面
に
筆
を
進
め
ら
れ
た
。
禄
に
千
歳
丸

派
泣
以
前
　
　
０
我
固
り
形
成
に
開
し
て
は
、
各
種
■
Ｂ
<
料
を
駆
使
し

て
委
曲
を
害
古
礼
か
。
叉
上
海
に
於
け
る
五
代
才
助
の
船
舶
購

『
入
、
上
海
よ
り
μ
航
後
の
千
宣
丸
等
の
事
項
に
ま
で
論
及
さ

れ
、
こ
れ
等
は
そ
れ
ま
で
診
り
注
意
さ
れ
な
か
っ
た
事
項
で
あ

る
。
特
に
「
司
館
健
順
丸
香
港
及
荷
閉
領
バ
タ
ビ
ヤ
へ
飲
航
一

件
」
と
云
ふ
や
う
な
、
爪
要
史
料
を
糾
介
さ
れ
た
功
績
は
大
き

い
。
但
し
五
代
才
助
０
鵬
舶
購
入
に
開
し
て
は
、
「
瓦
代
官
厚

傅
」
及
び
ヽ
「
近
代
の
偉
人
五
代
友
限
轄
」
０
所
説
を
そ
の
ま
ま

引
用
さ
れ
た
に
過
ぎ
ぬ
ｏ
は
遺
憾
で
あ
る
。
（
一
六
、
ブ
七
參
回

（
「
一
八
」

　

万
代
友
厚
傅

　

昭
和
八
年

　

五
代
混
作

　

「
五
代
才
助
は
安
塗
（
年
に
落
合
今
以
て
よ
海
に
密
航
し
、
ｍ

逸
汽
船
ジ
ャ
ウ
ジ
１
　
リ
ー
凱
を
購
入
し
て
そ
れ
を
天
銘
丸
と
命

？l
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名
し
て
、
共
の
賠
長
と
た
っ
た
ご

　

と
あ
る
が
、
宣
、
政
六
半
は

文
久
二
乍
に
拐
蛤
汽
船
バ
～
ウ
ジ
キ
リ
ー
奴
は
英
囚
汽
船
サ

ー
万
～
ｊ
ジ
・
グ
い
イ
辿
と
改
１
　
　
べ
き
で
あ
ろ
。
Ｉ
見
惣
照
）

叉
本
書
中
千
哉
丸
と
あ
ろ
ｏ
に
、
勿
論
千
次
丸
ｏ
誤
り
で
あ

る
。
因
に
服
部
之
０
　
　
氏
昭
和
八
半
づ
照
貼
前
後
」
は
い
尽
門
的

論
七
で
た
く
、
出
０
　
‐
何
も
示
し
て
な
い
が
、
千
巌
丸
の
・
こ
と

に
及
び
、
コ
ご
ヤ
ジ
キ
リ
ー
キ
は
「
サ
ー
・
ジ
Ｊ
フ
ジ
ー
グ
レ

イ
」
と
す
べ
き
で
あ
る
旨
が
述
べ
て
あ
る
こ
と
を
附
言
し
て
醍

几
七
）

　

近
代
の
偉
人
故
五
代
友
け
竹

　

大
正
十
年

　

友
口
介

　

≒
上
陸
し
不
同
列
漁
船
シ
ャ
ジ
キ
リ
ー
妁
を
吹
９
　
す
る
の
試

問
を
耳
に
す
る
や
、
雌
掌
一
香
川
ヅ
リ
心
に
肯
っ
き
ぬ
。
（
中
略
）

ｊ
１
　
釧
佞
か
頑
汽
若
川
百
計
の
身
な
・
以
て
、
汽
胎
八
八
の
蛤

！

　
　

；

　

Ｉ

　
　

Ｉ

　

―
－
―

　
　

‐

　
　
　

－

　

Ｉ
ｊ
－

　
　

ｉ
－
４
－

　

－
；

　

‐

‘
價
五
十
萬
弗
を
十
二
爪
五
千
弗
に
て
回
牧
し
て
隔
州
し
た
り

と
、
常
時
０
上
海
新
聞
紙
は
例
異
の
目
を
恥
つ
て
世
界
の
５
　
聞

事
な
り
と
祖
載
し
て
宣
傅
激
賞
し
て
措
か
す
、
雨
氷
よ
声
片
此

の
評
判
に
喧
ま
ご
‥
一
て
た
り
と
云
ふ
。
（
中
略
）
該
司
巡
汽
船
を
三

岡
丸
と
改
稲
し
て
始
め
て
淋
の
御
川
蛤
と
な
し
経
Ｄ
ぬ
。
」
と
あ

る
。
船
名
吽
や
け
イ

　
１
汽
船
八
万
…
…
【
以
’
牧
し
て
】
は
、
「
汽
船
一
隻
０
船
價
八
高
五

千
弗
に
て
四
八
収
し
て
」
と
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。
［
三
五
參
・
昭
］
）

ヅ
、
孫
が
訓
告
し
た
範

1
　

1
内
で
は
、
富
時
ｏ
個
聞
紙
に
は
そ
ｏ
や

う
牡
こ
と
は
ふ
ツ
し
も
掲
哉
さ
れ
て
鵬
ら
た
い
。

（
一
八
）

　

川
対
健
順
丸
有
港
及
荷
閉
鎖
バ
タ
ビ
ヤ
へ
碓
航
一
件

　

削
述
の
通
り
Ｊ
一
庄
博
十
が
判
め
て
紹
介
さ
れ
た
寫
栄
三
件

名
か
ら
見
れ
ば
第
二
玖
派
遣
Ｉ
鵬
佻
順
丸
開
係
の
や
う
で
あ
る

が
、
酉
容
は
主
と
し
て
千
宣
丸
で
、
恢
遺
の
事
情
が
詳
記
さ
れ

て
ゐ
る
。
「
紋
通
信
１
　
冗
如
聚
司
」
の
船
艦
門
・
商
船
碓
遣
Ｏ

項
に
あ
る
。

（
一
九
）

　

上
海
史
話

　

昭
和
十
七
乍

　

米
洋
秀
夫

　

だ
部
氏
は
上
５
　
に
悟
化
し
て
幕
末
の
上
海
貿
易
を
研
究
し
、

そ
の
成
果
を
開
和
十
三
年
「
東
亜
経
済
研
究
」
三
谷
に
、
「
上

海
邦
人
指
皿
史
」
と
し
て
寄
稿
や
ら
れ
、
千
穴
丸
紅
そ
の
一
祁

と
し
て
扱
ぱ
れ
到
。
こ
れ
は
後
同
氏
の
っ
上
海
史
話
」
中
に
収

め
ら
れ
た
。
同
氏
廠
Ｔ
ｈ
ｅ
　
H
i
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
i
c
　
Ｓ
ｈ
ａ
ｎ
己
ｌ
ａ
ｉ
.
　
Ｂ
）
二
M
o
i
l
-

ｔ
ａ
ｌ
ｉ
ｏ
　
ｄ
ｅ
　
Ｔ
ｅ
ｓ
ｕ
ｓ
（
三
七
慨
照
）
中
Ｏ

　

Ｎ
ｅ
ｎ
ｓ
a
i
　
　
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｕ
を
千
歳

丸
で
あ
る
と
所
定
さ
れ
、
Ｎ
ｏ
ｒ
ｔ
ｈ
　
-
Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ
　
Ｊ
Ｊ
ｅ
ｒ
ａ
ｌ
ｄ
（
三
二
琴
昭
一
）

か
ら
引
川
芒
札
ろ
と
北
ハ
に
、
「
東
方
兵
事
紀
略
」
（
四
一
今
照
）
を

初
め
て
紹
介
さ
れ
た
の
で
、
し
凹
氏
の
努
力
を
多
と
そ
れ
は
た
ら

な
い
。

51

１
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（
二
〇
）

　

上
海
邦
人
登
展
史
’
昭
和
十
六
年
九
月

　

沖
田

　

一

　

私
は
本
庄
博
士
・
米
滓
氏
と
は
別
に
千
歳
丸
０
史
質
を
研
究

し
、
こ
れ
を
う
上
海
邦
人
登
展
史
」
０
一
部
と
し
て
は
上
海
毎
日

新
聞
ｋ
連
絨
し
た
。
但
し
常
時
庖
し
て
は
私
は
研
究
の
初
歩
に

あ
り
、
こ
こ
に
拐
げ
ろ
べ
き
新
胆
料
も
た
く
、
袖
正
す
べ
き
黙

が
多
く
あ
る
不
完
全
忽
も
０
で
あ
る
。

（
二
回

　

初
期
の
1
1
支
聯
絡
般

　

昭
和
十
七
年

　

沖
川

　

一

　

「
上
海
研
究
第
一
叫
」
（
三
參
照
ダ
中
に
掲
げ
た
論
考
で
、
千

歳
丸
派
遣
に
至
る
ま
で
の
上
海
ｉ
日
木
間
の
交
通
を
、
Ｎ
ｏ
ｒ
ｔ
ｈ
-

（
い
ｌ
ｉ
ｉ
ｎ
ａ
　
　
　
Ｈ
ｅ
ｒ
ａ
ｋ
二
三
二
參
ｍ
）
を
某
礎
に
し
て
注
べ
た
も
の
で

あ
’
る
・
恂
同
誌
に
は
拙
稿
「
日
本
０
開
叫
と
上
海
商
人
」
か
お

り
丿
千
歳
丸
問
係
の
副
次
的
論
考
で
あ
る
こ
と
を
附
言
し
て
置

（
二
二
）
溝
閥
上
海
見
回
録
船
巾
日
録
。
文
一
久
二
年
峰
潔

　

私
が
本
史
料
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、
昭
和
十
七
年
一
牟

六
日
の
大
阪
毎
日
長
問
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
同
紙
は
次
の
や

う
に
報
じ
て
居
る
。
「
幕
末
０
頃
、
勤
王
蒋
大
村
０
家
臣
に
峰

潔
ご
遜
栢
傅
治
と
云
ふ
人
が
あ
っ
た
。
’
食
禄
廿
四
八
開
學
に

通
で
天
文
を
學
び
、
藩
土
の
官
測
、
郷
村
記
、
紅
毛
密
告
書
Ｏ

ほ
か
天
文
蘭
學
開
係
の
著
書
を
残
し
て
ゐ
る
が
、
文
久
二
年
幕

府
り
命
で
帆
船
を
操
り
、
英
人
の
水
先
案
内
を
雁
っ
て
上
海
に

渡
航
。
し
、
丁
鉛
０
赤
毛
布
が
見
た
九
十
年
前
の
上
海
見
聞
録
を

も
０
と
し
て
ゐ
る
。
之
拉
峰
家
姻
戚
の
裔
に
常
る
長
緋
市
今
能

町
山
下
篤
氏
宅
に
傅
っ
て
世
に
出
た
か
っ
た
が
、
此
の
程
増
田

肩
立
回
書
信
長
の
も
と
に
持
込
ま
れ
た
。
」

　

そ
し
て
同
紙
は
本

史
料
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
て
ゐ
ろ
が
、
こ
れ
が
千
歳
丸
開

係
り
一
史
料
で
あ
る
七
と
に
ぼ
注
恵
し
て
な
い
。
然
し
内
容
を

一
賢
し
て
も
、
こ
れ
が
千
。
歳
丸
闘
係
で
あ
る
こ
と
は
Ｉ
Ｌ
目
瞭
然

で
い
る
し
ご
又
「
船
中
目
録
」
ｏ
末
尾
に
峰
匪
身
が
、
乗
船
し

た
船
げ
千
雌
丸
で
あ
る
と
記
し
て
居
ろ
。
木
史
料
は
學
術
振
興

介
が
隋
入
し
九
が
、
同
會
に
今
仰
所
職
さ
れ
て
ゐ
る
か
否
か
は

知
ら
な
い
。
私
は
木
草
稿
が
長
崎
聡
一
九
剛
書
館
に
あ
る
問
に
筆

寫
し
た
も
の
を
所
持
し
て
居
る
。

　

木
史
料
信
４
　
が
題
す
る
通
り
見
叩
と
‐
記
と
よ
り
な
り
、
見

聞
１
　
は
洋
中
記
事
、
‰
が
瓜
土
に
闘
す
る
上
海
見
聞
、
制
ば
、

事
帖
に
分
れ
、
‘
‐
２
　
は
出
資
前
よ
り
隔
航
ま
で
に
及
ん
で
ゐ
ろ

が
ヽ
こ
れ
は
形
式
げ
合
題
宍
内
容
的
分
類
で
ほ
た
い
。
上
海

街
上
の
情
形
拙
寫
に
、
他
の
史
料
に
見
ら
れ
た
い
槻
察
を
下
し

て
居
る
。

（
二
二
）

　

‐
本
と
上
卸

　

昭
和
十
八
年

　

沖
田

　

一
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祁

　

幕
末
明
治
初
期
０
口
本
と
上
海
と
の
同
係
を
論
じ
た
も
の

ｔ
-
l
'
千
言
丸
か
章
に
｝
仙
リ
目
輿
を
割
い
七
。
私
は
先
づ
こ
れ
ま
で

に
特
大
さ
れ
九
邦
文
胆
料
け
胎
ど
４
　
部
今
回
す
る
と
共
に
、
一

二
〇
訃
付
表
の
も
の
か
柚
へ
、
ズ
上
沁
に
居
仕
し
マ
乙
か
回
係

上
、
上
海
側
０
史
・
料
を
も
參
考
す
る
便
穴
を
得
た
。
先
づ
邦
文

で
は
。
前
出
（
二
こ
）
ぽ
１
　
が
特
記
し
か
も
の
で
は
な
い
が
、

千
歳
丸
０
史
料
と
し
て
は
私
か
最
四
回
に
利
川
し
7
　
1
も
ｏ
と
・
思

ふ
・
叉
「
目
交
交
渉
外
史
」
二
瓦
≒
昭
）
も
私
灯
初
め
て
紹
介

し
た
。
華
文
史
料
で
は
私
か
附
加
し
た
も
の
は
友
い
が
、
欧
文

で
は
次
０
も
の
か
お
る
。

　

ヅ
ー
ｏ
ｒ
ｔ
ｈ
-
Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ
　
Ｈ
ｅ
ｒ
ａ
ｌ
ｄ
（
三
二
号
照
）

　

Ｔ
ｈ
ｅ
　
H
i
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
　
ｏ
ｆ
　
Ｓ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｈ
　
ａ
ｉ
.
　
Ｙ
(
）
ヴ
コ
‘
（
三
八
参
照
）

　

本
書
は
上
海
で
出
版
し
で
現
地
で
麗
吹
し
か
も
ｏ
で
な
る
か

ら
。
我
國
に
は
少
部
数
し
か
紅
い
ｏ
で
は
な
い
か
と
２
　
　
ふ
。
狗

私
は
４
　
書
巾
で
、
千
成
丸
開
係
史
料
を
節
取
に
９
　
訟
し
て
広
い

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

’

（
二
四
）

　

目
支
交
渉
外
史

　

昭
和
十
三
年

　

黒
厄
介

　

出
所
は
明
示
し
て
な
い
が
、
中
國
の
外
交
文
書
か
に
融
詳
さ

れ
た
と
思
吹
れ
る
次
り
文
が
あ
る
・
諸
家
ぼ
未
だ
注
意
さ
れ
て

居
ら
た
い
。
「
同
治
元
年
貴
國
の
頭
目
助
七
郎
等
八
名
商
民
十

三
名
を
従
へ
、
海
産
物
を
携
へ
七
上
海
に
水
り
て
貿
易
し
、
」

　

助
七
郎
は
撹
立
」
助
七
郎
で
あ
り
、
他
の
言
も
犬
儒
邦
文
巾
ｙ
打

と
一
致
し
て
居
る
。

　
　
　
　
　

Ｉ

（
二
五
）

　

沁
外
‐
録

　

支
那
同
気
縁

　

泥
上
筆
治

　

氾
土
筆
記

拾
遺

　

文
久
二
年

　

名
介
予
何
人

　

筆
者
名
介
は
出
松
海
士
で
、
千
成
丸
乗
組
長
の
一
人
で
あ

る
。
出
松
の
内
川
旭
氏
が
所
蔵
さ
れ
ろ
極
め
で
皿
ハ
味
あ
る
牝
料

で
あ
る
。
自
何
秀
洲
氏
が
先
年
最
初
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
、

「
書
祭
」
中
に
兄
え
、
同
氏
に
よ
り
木
史
料
は
特
寫
さ
れ
、
小
範

回
で
は
あ
る
が
配
布
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
京
都
や
大
凶

史
研
究
室
に
は
筆
寫
木
が
所
収
さ
れ
て
ゐ
る
。
近
水
干
寂
丸
匹
叩

係
ｏ
史
料
は
紋
々
殺
気
さ
れ
た
が
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
詳
細
を

極
め
て
ゐ
る
猫
、
叉
貪
㈲
〇
中
閥
人
占
雌
竹
し
て
筆
謡
を
残
し

て
ゐ
る
外
で
は
、
他
に
そ
戸
比
を
兄
た
い
。
そ
の
記
述
が
如
何

に
廣
範
圖
に
几
っ
て
ゐ
る
か
を
示
す
穴
め
い
私
の
作
っ
た
索
引

中
よ
り
主
要
項
目
を
拾
っ
て
、
次
に
指
げ
て
置
く
。

　

鴉
片
、
ア
ル
ム
ス
ト
ル
ン
グ
。
グ
ン
、
鵬
場
、
飲
料
水
、
≒

刀
、
紙
、
剔
と
蛇
、
開
帝
廟
、
牛
肉
、
金
陵
ご
削
蛾
二
五
代
才

助
、
虹
僑
、
興
聖
街
、
江
南
海
開
、
氷
、
米
、
秘
ス
徴
字
、
祀

足
、
尺
宍
政
治
Ｉ
賃
新
報
、
城
障
廟
、
中
江
、
新
大
や
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水
牛
、
蘇
州
、
高
杉
可
作
、
大
工
這
且
八
、
子
砲
。
長
毛
賊
、
天

津
、
、
中
牟
田
倉
之
助
、
平
波
ご
罰
海
粉
、
枇
杷
、
筆
、
風
呂
、

文
廟
、
辨
髪
。
頌
ぺ
謳
戻
也
１
　
則
、
耶
匹
崇
祀
｛
回
洋

浬
路
、
楊
子
江
。
不
鴻
堂
、
理
栄
痢
、
川
竹

（
一
ｙ
ハ
）

　

貿
易
試
上
方
他
海
之
記

　

こ
れ
は
帝
國
圖
１
　
営
に
所
蔵
さ
払
つ
秀
が
に
単
０
　
二
〇
九
冊
寫

木
五
十
四
毒
員
》
戌
叢
書
第
三
輯
」
中
に
あ
る
も
ｏ
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

明
か
に
千
貨
丸
回
係
で
あ
る
と
思
ふ
が
、
私
ぼ
未
だ
見
る
機
會

を
得
た
い
。

（
二
七
）
・
祠
地
菊
庵
書
翰

　

文
久
元
年
十
月
十
五
日

　

長
崎
の
防
師
祠
地
菊
庵
べ
江
戸
に
川
し
た
筒
単
社
１
　
信

で
、
診
り
重
要
史
料
で
は
な
い
が
、
然
し
千
獄
丸
ｏ
一
史
料
た

る
を
疑
は
た
い
。
そ
の
中
に
、
「
侍
立

市
に
御
座
候
乍
油
な
ど
た
ら
ば
彼
地
○
景
状
一
箆
百
白
き
ぶ
も

あ
る
べ
眩
匿
ぞ
上
海
は
誠
に
一
鄙
地
に
て
唯
夷
船
な
し
ど
多
く
来

泊
０
。
檎
な
れ
ば
何
０
見
事
も
有
之
間
敷
欽
慕
す
る
に
足
ら
ざ
右

航
海
也
」
と
あ
る
。
こ
。
れ
は
東
亜
同
文
書
院
支
那
研
究
部
大
正

ぐ
五
年
三
討
漕
行
丑
布
」
何
謡
四
）
に
、
朧
接
喪
お
「
長

崎
と
上
海
と
の
往
時
（
禰
地
葡
庵
翁
の
書
翰
よ
り
）
」
と
題
す
る

寄
稿
中
に
全
文
が
掲
げ
で
あ
る
が
、
千
歳
丸
岡
係
記
事
は
、
右

に
拐
げ
勁
部
分
の
み
で
あ
る
。

（
二
八
）

　

上
海
問
係
文
献
目
録

　

昭
和
十
九
半

　

華
削
絨
道
股

９
　
有
限
公
司

　

雷
じ
上
言
沁
釧
俳
づ
府
九
回
回
四
‐
万
口
六
宮
私
と
が
竹
～

し
て
細
叫
し
穴
も
い
べ
し
。
よ
Ｊ
一
‘
’
ハ
・
’
‥
．
Ｊ
・
Ｊ
‥
Ｌ
ｎ
い
し
。
“
』
も
ノ
ｙ
し
い
‘
し
ｙ
－
・
。
い
ゝ
。
｀
に
に

私
’
が
知
り
僣
穴
印
跡
に
Ｉ
い
柚
げ
て
と
い
穴
。

（
二
九
ｙ

　

上
海
雑
記

　

・
久
久
二
半

　

拍
・
冨
介
次
郎

　

根
立
助
七
郎
の
堤
・
者
と
し
て
波
と
し
た
納
富
の
記
録
で
、
次

に
掲
げ
る
口
比
９
　
ｏ
二
記
録
と
共
に
長
近
藍
延
さ
れ
、
昭
迎
一

十
一
年
東
方
堅
術
協
介
に
よ
り
「
文
久
二
年
上
海
日
記
」
と
し

て
、
外
山
軍
次
氏
の
解
流
を
附
し
て
公
刊
さ
れ
た
こ
と
は
、
孤

共
の
大
い
に
之
‥
び
と
す
る
處
で
あ
る
。
現
在
東
方
文
化
研
究
所

貝
貝
塚
茂
樹
氏
が
所
収
せ
ら
れ
る
。
納
宗
は
営
時
十
八
九
嶮
り

ゆ
年
で
あ
っ
た
が
、
文
京
に
幼
碓
な
猫
は
見
え
な
い
。
同
人
は

綸
畏
に
巧
で
、
三
叉
の
參
考
と
す
べ
き
毘
を
侵
し
て
ゐ
る
。
－
然

し
（
二
二
）
（
　
　
一
五
）
等
の
史
料
を
見
た
後
で
は
。
内
容
的
忙
は

本
史
料
に
よ
っ
て
附
加
す
る
こ
と
は
除
り
た
い
。

（
三
〇
）
琢
耽
録

　

浚
鼻
筆
記

　

文
久
二
年

　

日
比
野
師
寛

　

右
「
上
総
雑
記
」
と
共
に
「
文
久
二
年
上
海
日
記
」
中
に
収

め
ら
れ
。
東
方
文
化
研
究
所
員
日
比
野
丈
夫
氏
が
家
蔵
せ
ら
れ
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邨

る
。
嘗
て
同
研
ま

に
「
太
９
　
天
囚
と
か
が
芦
沢
使
節
」
と
し
て
六
史
料
を
紹
介
さ

れ
た
こ
と
か
お
る
。
木
史
料
は
（
二
五
）
同
様
内
容
豊
富
で
、

貴
重
た
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
。

Ｉ
二
）

　

脆
伊
乱
軍
八
航
回
東
序

　

東
京
の
賢
藤
悳
秀
氏
が
「
岡
鹿
門
原
稿
集
」
巾
よ
り
我
見
さ

れ
て
、
私
に
燈
付
さ
れ
た
も
回
で
、
岡
鹿
門
の
遺
族
石
９
　
氏
Ｏ

所
収
に
か
妬
ろ
も
の
で
あ
ろ
。

　
　
　
　

逡

　

伊
藤
軍
八
航
回
東
序

　

惑

　

相
同
い
以
五
大
法
仝
勢
論
之
、
属
館
輔
車
、
勢
不
能
不
相
聞

　

也
、
蓋
自
我
邦
許
外
人
通
商
、
外
人
悛
我
寛
仁
之
恩
、
背
求

　

自
大
、
北
ハ
情
在
不
可
測
、
今
社
文
久
千
戊
、
幕
府
命
吏
員
若

　

千
之
廣
京
、
以
察
四
方
動
郎
二
回
余
友
伊
私
工
…
四
、
以
能
文

　

章
従
焉
、
共
過
浪
革
訪
余
僑
居
、
椙
典
吐
露
心
胸
、
諭
円
堂

　

所
以
待
外
人
之
得
失
、
頗
壮
、
嗚
呼
、
于
圃
亦
知
畳
雑
氏
受

　

侮
外
人
、
北
ハ
所
由
来
非
一
目
也
１
　
、
余
我
高
土
人
所
著
作
、

　

喫
日
、
詩
所
以
言
言
也
、
而
今
北
ハ
所
賦
、
築
皆
風
月
花
柳
、
所

　

訓
忠
厚
性
侍
者
安
在
。
文
所
以
哉
廻
也
、
而
今
共
所
注
巣
皆

　

浄
噪
洩
薄
、
所
謂
総
律
大
地
・
者
安
在
、
上
唱
下
知
、
共
不
可

　 　

＝
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。
矯
。
狛
火
之
燎
原
。
広
之
屁
陵
。
雌
有
０
　
家
閥
志
能
綸
浙
い

　

風
俗
之
４
　
八
礒
奔
雌
畢
世
風
樹
如
汽
而
欲
不
共
骨
而
八

　

夷
秋
而
得
乎

　

千
歳
丸
ば
辰
初
南
支
に
赴
く
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
た
か
ら
、
お

ｏ
や
う
に
轡
か
れ
た
の
で
、
こ
れ
が
千
歳
丸
開
係
で
あ
る
こ
と

に
ば
疑
ひ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

研
究
會
よ
り
お
願
ひ

　

琉
時
中
、
住
所
移
勁
の
方
多
く
、
授
辺
ぞ
口
他
辿
格
」
不
便

を
感
じ
て
お
ま
し
た
の
で
、
左
の
諸
脆
に
つ
き
介
員
各
位
の
御

宍
力
交
お
町
ひ
し
た
く
存
じ
大
才
。

○
騨
災
引
揚
等
の
事
情
の
た
め
、
移
動
さ
れ
た
奪
員
を
御
か
じ

　

の
方
は
研
究
介
宛
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

Ｏ
Ｉ
砂
切
れ
の
介
日
は
、
先
謔
て
芙
上
げ
ま
し
た
認
知
に
よ
り

　

介
沢
や
・
碍
究
介
宛
御
納
め
下
さ
い
。
ト
ほ
宮
方
の
手
蕩
ち
な

　

ど
に
よ
リ
巡
格
な
く
、
お
気
附
少
・
の
方
に
住
所
を
お
知
一
り
せ

　

図
ひ
書
す
。

○
新
介
ｄ
の
推
薦
を
極
力
お
願
ひ
し
ま
す
。
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